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２０２１年８⽉２７⽇（⾦）１９時より、事例検討会 Vol.2 を開催しまし
た。コロナ禍の影響もあり、今回も全⾯オンラインでの開催となりました。み
なさんと直接お会いできないのは残念でしたが、⼀⽅で遠⽅の⽅にも参加して
いただくことができ貴重な意⾒をうかがうことができました。 

 
今回も前回と同様に、１つのケースについて時間をかけて掘り下げて検討し

ました。 
 
 今回は、被保佐⼈である知的障害のある⽅の⽣活⽀援について、本⼈の経済
的な⽀援を中⼼にその⽀援の可能性を考えていきました。最初は、経済的な⽀
援をどのようにするかというところからはじまったのですが、みなさまと議論
をする中で単に経済的な⽀援だけでなく、さまざまな⾓度からご本⼈にスポッ
ト当てた⽀援（本⼈の楽しみやストレングスなど）、本⼈だけでなく家族を含
めた視点で検討することができました。さらに、医療や他の⽀援機関とつなが
ることで本⼈を取り巻く⽀援のネットワークを広げていく点などへの⾔及もあ
りました。また、そのような議論が遠回りをしているようで当初スポットを当
てていた経済的な課題につながっていくことを再認識できる議論でした。 
  
 ⽀援の現場にいると、つい課題となる事象に⽬を奪われがちになりますが、
それだけでなく取り巻く⼈的・物的な環境にも⽬を向け、課題だけでなくポジ
ティブな視点で⾒ることの⼤切さを再認識することができる時間でした。 
 
 学⽣の皆さんを含めた多くの⽅の意⾒をうかがうことで、より多くの視点で
みることができ、新しい発⾒ができることも改めて感じることができました。 
 


